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自然再生体験ツアー開催 1 

三方五湖自然再生実習の成果報告・意見交換会 

護岸部会ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、第1回五湖のめぐみﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
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三方五湖学習、自然再生関連会議開催状況、 

自然とめぐみTOPICS、三方五湖のなかまたち 
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目次 

問合先 

 美浜中央小学校

では、地域の自然

環境への興味・関

心を深めるため、

耳川や学校周辺で

の生きもの観察・

調査などを実施し

ています。 

 春には耳川への稚アユの放流を体験し、夏に

は耳川下流域の生きものを調査しています。冬

を中心に学校周辺の鳥類を観察するなどし、年

間を通して地域にすむ生きものに親しむ取組を

進めています。 

 

 

11月12日、福井県海浜自然センターにより、

「サケの遡上観察 サケマップを作ろう」が開催

されました。13名の親子連れが参加し、はす川

の自然を楽しみました。 

初めに三方青年の家でサケの生態や母川回帰

について学び、その後、はす川中流域にて、遡

上するサケを探し、観察しました。現地では、

サケは人間を見つけると驚いて逃げることや、

川底を掘ったり堰を跳び越えたりすることを学

びました。何度か場所を変え、数や行動を記録

しながら、約50匹のサケを観察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自然護岸再生部会 

 ・平成28年11月9日…三方湖・はす川情報交換 

 ・平成28年11月16日…三方湖・はす川現地視察 

◆外来生物等対策部会  

 ・平成28年10月16日…部会会議 

◆環境に優しい農法部会 

 ・平成28年10月13日…田んぼの生きもの調査 

◆環境教育部会 

 ・平成28年10月2日…第1回五湖のめぐみワーク 

  ショップ 

自然再生関連会議等開催情報 

サケの遡上観察（はす川） 

サケマップを作ろう 

美浜中央小学校 “身近な生きもの調査” 

・浮葉は放射状に 

 密生して生えて  

 おり三角状の鋸 

 歯がある。 

・７～９月に白い 

 花が咲く。 

・三角形でトゲの 

 ある実ができる。 

・ヒシの実は、塩ゆで 

 するなどして食べる 

 ことができる。 

ヒシ（ミソハギ科） 

自然再生体験ツアーの様子 
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三方五湖の 

はす川を遡上 

するサケ 

遡上するサケ

を観察する参

加者 



今年度は、三方五湖自然再生協議会の６部会の

一つ、自然護岸再生部会が活発に活動しています。

今年度の活動としては、久々子湖、水月湖、菅湖、

三方湖、はす川の順に、漁業関係者、研究者、行政

等の関連団体からの部会構成員で訪問しています。

それぞれの湖では、おもに漁業関係者から現地説明

をうけ、その後室内で意見交換を進めています。こ

れにより、湖ごとのこれまでの経緯や課題などが

参加者皆で共有されつつあります。 

 

 

9月22日（木・祝）の夜、東京大学と福井県立大

学の学生皆様による「三方五湖自然再生実習の成

果報告・意見交換会」が、東京大学・福井県里山

里海湖研究所の共催として、福井県立三方青年の

家にて開催されました。この成果報告会は、毎年

の恒例となっており、今年で6年目になります。毎

年、東京大学から学生皆様がお越しになり、三方

五湖をフィールドに、自然再生に関連する調査を

行い、その結果を発表いただくものです。今年

も、人工護岸の調査等を行い、その改良について

の提案がありました。 

「五湖のめぐみワークショップ」は、三方五湖

からの豊かなめぐみを地域のみんなで思い起こす

ことを目的に開催するものです。三方五湖自然再

生協議会の６つの部会の一つ、環境教育部会が中

心になり、今年度から実施しています。今年度

は、久々子湖と三方湖のそれぞれに隣接する集落

で実施することとなりました。ワークショップで

は、「昔の水辺の風景画」を眺めながら、ときに

湖からの“めぐみ”をつまみながら、みんなで楽

しく一昔前の地域の様子を語り合います。 
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本年夏には、ハスプロジェクト推進協議会と三

方五湖自然再生協議会の合同主催で「自然再生体

験ツアー」を実施しました。この催しは、東京海

上日動保険株式会社が推進するGreenGiftプロジェ

クトからの支援を受けて実施しました。その第1回

目は8月22日（土）に久々子湖で開催され、おもに

嶺北方面から100人を超える参加がありました。当

日は参加者みんなで湖に入り、シジミ採り体験を

中心に楽しいひと時を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続く9月22日（木・祝）には、第2回自然再生体

験ツアーを三方湖で開催しました。三方湖でのツ

アーは、特産の手長エビたちを狙う外来魚などの

駆除を体験するものです。当日は、三方湖の湖岸

で、地元漁師さんから三方湖の伝統漁法である柴

漬け漁を見学させいただいたのち、若狭高校の生

徒さんから三方湖の外来魚のお話を聞き、皆でブ

ルーギル・セイタカアワダチソウなどの外来種駆

除を実施しました。最後は手長エビの佃煮をおい

しくいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シジミ採り 

ミュージカルを見ながらシジミ汁試食 

久々子湖のお宝、シジミを探せ！ 
シジミ漁体験＆湖岸清掃 

 

■プログラム  

 ・久々子湖の自然再生活動説明 

 ・世界農業遺産の取組説明 

 ・シジミ採り体験＆湖畔の清掃活動 

 ・久々子湖ミュージカル 

 ・シジミ汁試食 

セイタカアワダチソウ駆除 

ブルーギル駆除体験 

三方湖の仲間、手長エビを救え！ 
天敵・ブルーギル駆除作戦 

 

■プログラム  

・三方湖の柴漬け漁見学 

 ・ブルーギル駆除 

 ・セイタカアワダチソウ駆除 

 ・三方湖の自然再生活動説明 

 ・世界農業遺産の取組説明 

 ・手長エビの佃煮など試食 

地元語り手のお話し 

湖ごとの視察状況等とりまとめイメージ（例：久々子湖） 

現地視察 

室内での意見交換 

現地視察 


